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修  士  論  文  梗  概 
日本語学習者による感謝および陳謝の発話行為
　　　　　　　










　国立国語研究所の多言語母語の日本語学習者横断コーパス（International Corpus of 






















修  士  論  文  梗  概 
中国人日本語学習者の依頼発話行為の習得について
　　　　　　　










　本研究は、母（2011）の 13 依頼発話項目に基づいて、I-JAS（International Corpus of 



























　研究対象には、I―JAS（International Corpus of Japanese as a Second Language）「多
言語母語の日本語学習者横断コーパス」のロールプレイより英語を母語とする中級日本
語学習者と日本語母語話者の「断り」の発話から収集したデータを利用した。そして、
Beebe et al. （1990） の意味公式に基づく分析とカノックワン （1997） が提示した「「断り」
の中心構造のモデル」に基づく言語形式の分析を行った。
　その結果、英語を母語とする日本語学習者の発話行為の中で、「意味公式」（「直接的な
断り」や「謝罪・遺憾な気持ち」）と「断り」への付加的表現の使用頻度において日本語
学習者に母語の英語から日本語へのプラグマティック・トランスファーの可能性があると
考えられた。加えて、「言い訳・理由・説明」の内容において日本語母語話者と英語を母
語とする日本語学習者には、「断り」において、相手への配慮の仕方が異なることがわかっ
た。このことから、意味公式においては、日本語母語話者は断ったこと自体に配慮をし、
相手に陳謝の意を述べる。一方、英語を母語とする日本語学習者は、「断る」理由を相手
に理解してもらうことに配慮して具体的な理由を述べるという違いがあった。これらは母
語の英語から日本語へのプラグマティック・トランスファーの可能性があると考察された。
また、言語形式においては、日本語母語話者は、「理由」「不可」の内容を表す節末、文末
において、断る相手との関係に適した接続助詞を用い、相手に対して配慮を示した。一方、
日本語学習者は、「（できないと）思います」や終助詞の（たとえば「難しいですね」）の
使用により、相手に配慮を示す傾向が見られた。また、日本語学習者については、言語習
熟度の低さが、節末、文末の言語表現に影響していると考えられる。
